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3 実施すべき施策及び具体的な措置 

４つの基本方針ごとに、実施すべき施策及び具体的な措置を以下の通り設定しました。

表 7 実施すべき施策及び具体的な措置（基本方針１、２） 

基本方針 施策 具体的な措置

基
本
方
針
１

「
自
転
車
利
用
者
等
が
安
全
・
安
心
し
て
移
動
で
き
る
環
境
づ
く
り
」

１ 自転車ネットワ 

ーク整備の推進 

① 自転車の安全利用に向けたネットワーク整備の推進 

２ 安全な自転車通行

空間の整備 

① 自転車・歩行者ともに安全に安心して通行できる自転車通行空間の創出 

② 通学路・通園路の点検による危険箇所の抽出と対策検討 

③ 自動車の速度抑制や通過交通の排除に向けた「生活道路」「ゾーン 30」対策の推進

④ 自転車の車道通行について、自動車・自転車双方の理解促進 

３ 自転車交通安全教

育の推進 

① 街頭等における、通勤通学時の自転車利用者やドライバー向けの啓発・指導等の実施

② すべての市立小中学校における学校安全計画の策定および、交通安全教育の推進 

③ 中高生や高齢者を対象にした、自転車シミュレーター等による、参加・体験・実践型

の交通安全教室の実施 

④ 新中学１年生への、自転車安全利用五則を印刷したクリアファイルの配布・意識啓発

⑤ 県の交通指導員会連合会による、地域交通指導員会会長向けの研修への参加呼びかけ

４ 自転車の点検・整

備の促進 

① サイクルマップなどを掲載したパンフレットへの、自転車の事前確認・点検等に関す

る事項の掲載・意識啓発   

② 自転車の点検・整備に関する講座・講習会等の実施 

基
本
方
針
２

「
自
転
車
の
利
活
用
を
高
め
る
」

１ 公共交通との連携

の促進 

① 鉄道駅・バス停の駐輪場情報の地図作成者への提供によるサイクル＆ライドの促進

② 交通事業者がサイクル＆ライド駐輪場を設置する際の事業費補助による整備促進 

③ 転入者へのバス路線図や鉄道時刻表等の提供によるモビリティ・マネジメントの推進

２ 駐輪場対策の推進 ① 「量」と「質」の改善を目的とした、ＪＲ浜松駅周辺の市営駐輪場の再整備計画策定

② 浜松市自転車等駐車対策検討会による継続的な駐輪対策の検討 

③ 高校新入生を対象とした、浜松駅周辺の駐輪場位置や放置禁止区域が記載されたパン

フレットの配布・啓発   

④ 駐輪場への長時間駐輪対策として、「通勤シェアサイクル」の導入可能性を検討 

３ 自転車が果たす 

役割の啓発・検討 

① 運輸部門からの二酸化炭素排出量軽減対策として、「COOL CHOICE」の普及啓発によ

るマイカー等から自転車への転換促進の啓発    

② 災害発生後における自転車活用の検討 
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表 8 実施すべき施策及び具体的な措置（基本方針３、４） 

基本方針 施策 具体的な措置

基
本
方
針
３

「
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と

自
転
車
活
用
に
よ
る
健
康
増
進
」

１ サイクルスポーツ

の振興支援 

① 自転車スポーツイベントの継続的な開催（浜松市民スポーツ祭等） 

② 公園等の使用許可による、自転車関連イベントの開催支援 

２ サイクリングによ

る健康増進 

① 浜松市健康応援サイト「WEL はままつ」における、サイクリングコース・イベント等

の情報掲載 

基
本
方
針
４

「
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
醸
成
」

１ 世界に誇るサイク

リングロード整備 

① 大規模自転車道（太平洋岸自転車道及び浜名湖周遊自転車道線）の整備推進 

② 案内サインの多言語化の推進 

③ 浜名湖一周サイクリングルート「ハマイチ」の活用 

２ サイクリスト受け

入れ環境の充実 

① 「サイクリストウェルカムの宿」の登録促進    

② 「Bicycle Pit」の登録促進   

③ スポーツ車のシェアリング等を行うサイクルステーションの設立支援   

④ インターネットを利用した情報提供の充実  

⑤ 浜名湖一周サイクリング「ハマイチＷＥＢ」の多言語化   

⑥ トイレや休憩施設等、必要な情報を盛り込んだサイクリングマップの作成 

⑦ ガイドサイクリスト向け英語講座等の開催による外国人向けガイドの質の向上   

⑧ 幅広いサイクリスト獲得のためのサイクリングルートの設定 

３ サイクリングイベ

ント等の充実 

① 幅広いターゲットを対象にしたサイクリングイベントの継続的な開催 

４ 他の交通事業者 

との連携促進 

① 天竜浜名湖鉄道の輪行バッグの周知促進   

② 舟運を活用したショートカットルートの利用促進 

③ 市内タクシー会社等の協力による自転車も含めた輸送体制の確立 

５ 国内外サイクリス

トの誘客促進 

① 三湖連携でのプロモーションの推進による知名度向上と誘客促進    

② 広域ルートや他のルートとの連携による知名度向上と誘客促進 

③ 台湾・日月潭でのプロモーションの推進による知名度向上と誘客促進   

④ サイクリングロードを活用した観光商品の造成 

６ シェアサイクルの

改善による利便性・

安全性の向上 

① シェアサイクル事業者の連携による、自転車整備・点検体制の検討   

② シェアサイクルの予約一元化の検討 

③ 浜名湖一周サイクリング「ハマイチＷＥＢ」での情報発信  

④ シェアサイクルの相互乗捨て 
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【安全・安心な通行環境の確保】 

基本方針１「自転車利用者等が安全・安心して移動できる環境づくり」 

施策１ 自転車ネットワーク整備の推進

浜松市では、これまで「浜松市自転車走行空間等整備計画」に基づき、自転車通行空間の整

備を行ってきましたが、サイクリングロードを除くと整備されている区間はわずかに留まって

います。自転車での安全で快適な通勤・通学・買物等の移動の実現に向けて、引き続き、自転

車通行空間が連続したネットワーク整備を推進します。

措置① 自転車の安全利用に向けたネットワーク整備の推進
自転車事故が多い区間、自転車交通量が多い区間、高校生の自転車通学における危険箇所が

連続する区間などを考慮し、優先的なネットワーク化を図ります。

図 29 自転車総合ネットワーク図

資料：浜松市自転車走行空間等整備計画(H25.8)より太平洋岸自転車道構想を反映
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短期整備区間 約 47.8 ㎞ 

中期整備区間 約 73.6 ㎞  計 121.4km

図 30 今後 10 年間を目途に優先的に整備する路線・区間 
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施策２ 安全な自転車通行空間の整備

自転車利用者と歩行者、自動車利用者が互いのことを思いやり、安全に安心して通行できる

自転車通行空間の整備を推進します。

措置① 自転車・歩行者ともに安全に安心して通行できる自転車通行空間の創出
 自転車専用通行帯や車道混在（矢羽根型路面標示）により自転車通行空間を整備することで、

自転車が車道上を安全に安心して通行できる空間を創出するとともに、歩道内を安心して歩

行できる空間を確保します。

措置② 通学路・通園路の点検による危険箇所の抽出と対策検討
 浜松市通学路交通安全プログラムに基づき、学校や保育所等から報告のあった通学路・通園

路等の危険箇所について、教育委員会、学校、警察、道路管理者、各区役所等により協議・

検討を行い、必要な対策を講じていきます。

 小中学校の多くは徒歩通学のため、徒歩による視点が重視されますが、自転車の視点も考慮

して対応します。

図 33 通学路点検の様子 

図 34 生活道路における自転車安全対策例（船越・野口地区） 

資料：浜松市通学路交通安全プログラム（平成 26年 6月、浜松市通学路交通安全対策連絡会）

図 31 自転車専用通行帯（南区本郷町） 図 32 車道混在（中区伝馬町～市役所前） 
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措置③ 自動車の速度抑制や通過交通の排除に向けた「生活道路」「ゾーン 30」対策の推進 
 生活道路へ流入する自動車の排除や車両速度の抑制等のゾーン対策に取り組み、歩行者や自

転車が安心して通行できる道路空間の創出を図ります。

措置④ 自転車の車道通行について、自動車・自転車双方の理解促進
 自動車及び自転車利用者双方の立場から、自転車の車道通行を促進するための取組みを検

討・実施します。

図 35 浜松自転車協会による自転車左側通行周知のための模範走行会ちらし 

(平成 28 年（2016 年）) 
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施策３ 自転車交通安全教育の推進

自転車交通ルールやマナーの遵守徹底に向け、多様な世代への交通安全教育の推進が求めら

れます。浜松市では、これまでも警察、交通安全協会、市などが連携して様々な交通安全教育

を実施しており、引き続き取組みを進めます。

措置① 街頭等における、通勤通学時の自転車利用者やドライバー向けの啓発・指導等の実施
 静岡県交通安全対策協議会がまとめている交通安全運動基本方針及び要綱において、浜松市

は事故防止の重点事項として「通勤、通学時の交通事故防止」を掲げています。

 警察、交通安全協会指導員等と連携し、街頭等において、通勤、通学時の自転車利用者やド

ライバーに対し啓発及び指導等を実施しており、引き続き取り組みます。

図 36 街頭における啓発・指導の様子 

措置② すべての市立小中学校における学校安全計画の策定および、交通安全教育の推進 
 すべての市立小中学校において学校安全計画を策定し、計画に基づいた交通安全教育を行い、

交通ルールやマナーの徹底に努めています。

図 37 交通安全教育の様子 

 各学校や学年等に応じて、自転車に関する交通安全教育も扱っており、引き続き取り組みま

す。

 「静岡県自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例」に基づいた自転車通学時における

ヘルメット着用義務化の指導徹底を図ります。
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措置③ 中高生や高齢者を対象にした、自転車シミュレーター等による参加・体験・実践型の交通安全教
室の実施 

 中高生、高齢者を対象に自転車シミュレーターを活用した参加・体験・実践型の交通安全教

室を実施しており、引き続き取り組みます。

図 38 自転車シミュレーター 

措置④ 新中学１年生への、自転車安全利用五則を印刷したクリアファイルの配布・意識啓発
 自転車の利用頻度が高まる新中学 1 年生には、自転車安全利用五則を印刷したクリアファイ

ルを配布してルール等の浸透を図っており、引き続き取り組みます。

図 39 自転車安全利用五則を印刷したクリアファイル 

措置⑤ 県の交通指導員会連合会による、会長向けの研修の実施
 児童・生徒の事故防止を図るため、静岡県交通指導員会連合会が地域交通指導員会の会長向

けに研修を実施しており、引き続き、参加を呼び掛けて参ります。

施策４ 自転車の点検・整備の促進

自転車の整備不良に伴う事故の抑制に向け、事前点検等の取組みを啓発・促進します。

措置① サイクルマップなどを掲載したパンフレットへの、自転車の事前確認・点検等に関する事項の掲
載・意識啓発

 サイクルマップのパンフレットにおいて、自転車の事前確認・点検等に関する事項について

も併せて掲載し、自転車利用者の意識啓発に取り組みます。

措置② 自転車の点検・整備に関する講座・講習会等の実施

 メンテナンス教室の講師を養成する講座や、小中学生に自転車の点検方法を教える講習会を

実施しており、引き続き取り組みます。
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【自転車利用拡大】 

基本方針２「自転車の利活用を高める」 

施策１ 公共交通との連携の促進 

過度な自動車依存からの脱却を図るため、鉄道･バスの端末としての自転車利用の促進等、

公共交通との連携を促進します。

措置① 鉄道駅・バス停の駐輪場情報の地図作成者への提供によるサイクル＆ライドの促進 
 市が補助金を支援した鉄道駅、バス停に設置されている駐輪場について、交通事業者が作成

する地図等へ情報提供を行い、サイクル＆ライドによる自転車利用を促進します。

措置② 交通事業者がサイクル＆ライド駐輪場を設置する際の事業費補助による整備促進
 交通事業者が実施するサイクル＆ライド駐輪場整備の取り組みを支援するため、整備費の補

助を行っており、引き続き取り組みます。

 主要な鉄道駅、バス停では、概ね整備が完了しており、利用ニーズ等を踏まえるとともに、

用地の確保など条件の整った箇所から交通事業者との協調整備を進めます。

措置③ 転入者へのバス路線図や鉄道時刻表等の提供によるモビリティ・マネジメントの推進
 モビリティ・マネジメントの一環として、転入者に対して、転入届の窓口で、各公共交通機

関の時刻表、バス・電車の乗り方紹介動画の QR コードを記載したクリアファイルを配布し

ており、引き続き取り組みます。

図 40 転入者に配布している啓発クリアファイル  
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施策２ 駐輪場対策の推進

ＪＲ浜松駅を中心とした駐輪場の飽和状態や無秩序に駐輪されている状況に対応するため、

駐輪需要に対応した駐輪場の適性配置や、駐輪場の適正利用に向け、ハード・ソフトの両面か

ら対策を推進します。

措置① 「量」と「質」の改善を目的とした、ＪＲ浜松駅周辺の市営駐輪場の再整備計画の策定 
 JR 浜松駅周辺の駐輪環境の「量」や「質」の改善を図るため、市営駐輪場の再配置や管理

運営等の見直しを行い、浜松駅周辺自転車駐車場等再整備計画（仮称）を策定します。

〇対策案１『増やす』

 ・自転車駐車場を増設・再配置し、需要に見合った駐輪容量を確保します。

 ・駐輪場の容量不足が顕著なエリアを重点箇所とし、優先的に整備します。

  〇対策案２ 利用適正化のための質の改善の検討

   ・商業地の長時間駐輪や、駅周辺駐輪場の長期間利用等により駐輪しにくい状況

   ・より多くの人が利用できる環境をつくる為、利用形態に応じた駐輪場の管理運営

等の見直しを検討します。

図 41 浜松駅自転車駐車場再整備計画(仮称)イメージ 

平日 15時

       ：重点箇所

駐輪場の容量不足が顕著なエ

リアとして、駐輪場を優先整備

訪れた買い物客が駐輪不可(ザザシティ前)

長期間放置自転車により、駐輪不可 

（遠鉄百貨店駐輪場）

【利用形態】

 短時間利用者(買い物客等)が多いエリア

【利用形態】

 長時間利用者（通勤通学等）が多いエリア
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措置② 浜松市自転車等駐車対策検討会による継続的な駐輪対策の検討
 浜松市の関連部局及び外部有識者から構成される「浜松市自転車等駐車対策検討会」を平成

29 年(2017 年)に組織し、JR 東海や遠州鉄道などの鉄道事業者と連携しながら駐輪対策を検

討しており、引き続き取り組みます。

措置③ 高校新入生を対象とした、浜松駅周辺の駐輪場位置や放置禁止区域が記載されたパンフレット
の配布・啓発 

 道路への駐輪の危険性やマナーを守ることの重要性を理解してもらうため、市内の高校新入

生を対象に、浜松駅周辺の駐輪場の位置と放置禁止区域が記載されたパンフレットの配布・

啓発を行っており、引き続き取り組みます。

図 42 配布用パンフレット（一部抜粋） 

措置④ 駐輪場への長時間駐輪対策として、「通勤シェアサイクル」の導入可能性を検討
 駐輪場の飽和状態の原因の一つと考えられる駐輪場への長時間駐輪への対策として、「通勤

シェアサイクル」の導入可能性を検討します。

図 43 シェアサイクル利用イメージ  
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施策３ 自転車が果たす役割の啓発・検討

自転車が果たす役割として、環境負荷軽減のための過度な自動車依存から自転車への転換促

進の啓発及び、災害発生後における自転車活用の検討を行います。

措置① 運輸部門からの二酸化炭素排出量軽減対策として、「COOL CHOICE」の普及啓発によるマイ
カー等から自転車への転換促進の啓発

 地球温暖化対策に資する「賢い選択」を促す国民運動「COOL CHOICE」の普及啓発の

一環として、マイカー等から自転車への転換促進の啓発に取り組みます。

図 44 浜松市作成 COOL CHOICE広報資料 

措置② 災害発生後における自転車活用の検討
 災害発生後における自転車活用の検討に取り組みます。

コラム：災害対策自転車の開発 
浜松自転車協会は、避難手段としての自転車利用を含めた、震災後の移動手段及

び物資輸送手段としての自転車の活用を研究しています。2018年には静岡文化芸術

大学との共同開発事業により、災害後の復旧時に活躍できる自転車（災害対策自転

車）の制作に取り組み、従来のママチャリよりもはるかに重たい荷物を安定的に運

べる自転車を試作しました。今後の実用化に向けた研究が期待されます。

図 45 給水タンク運搬に重点を置いたデザインの試作車 
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【サイクルスポーツ・健康】 

基本方針３「サイクルスポーツの振興と自転車活用による健康増進」 

施策１ サイクルスポーツの振興支援 

生涯スポーツの普及・促進により、市民の体力向上及び、イベントの開催によるにぎわい創

出を図るため、各種サイクルスポーツの支援等に取り組みます。

措置① 自転車スポーツイベントの継続的な開催（浜松市民スポーツ祭等）
 浜松市体育協会に加盟する競技団体が各種大会を開催する「浜松市民スポーツ祭」を引き続

き実施します。

 平成 30年(2018年)10月 14日に浜松市オートレース場で、距離別、世代別のタイムトライ
アル等を実施し、選手 39名、スタッフ（ボランティア含む）42名の 81名が参加しました。

 また、自転車競技を身近で見て楽しさを味わってもらうため、オリンピック競技にもある「チ

ーム・パシュート」が浜松自転車協会の主催で、市街地道路で開催されております。

措置② 公園等の使用許可による、自転車関連イベントの開催支援
 公園等公共施設の使用を許可し、サイクルイベント開催を支援します。

コラム：天竜川における社会実験(河川敷地での自転車関連イベントの開催) 
浜松市と天竜川を管理する国土交通省浜松河川国道事務所では、2017年度より天竜川

ミズベリング協議会を設立し、天竜川の水辺空間を活かしたまちづくりを進めています。

その中で、地域の活性化やにぎわいや憩の場とするための河川敷地占用の社会実験(＊)

を行っています。天竜川下流右岸側の区域において、浜松市の活性化に寄与する活動を行

う希望のある事業者を募集し、2018年および 2019年は、オフロード走行を主とした自転

車走行会、レース等（シクロクロス大会）が行われており、今後河川空間における更なる

自転車活用が期待されます。

参加者からは、コースや運営がよく楽しめたこと、近場であること、地元であることにつ

いて好評でした。

図 46 天竜川河川敷を活用したシクロクロス大会 

資料：国土交通省浜松河川国道事務所ホームページ

＊社会実験詳細については、 

浜松河川国道事務所 HP に掲載

http://cbr.mlit.go.jp/hamamatsu 

/news/2019/20190520 
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施策２ サイクリングによる健康増進 

「健康はままつ 21後期計画」に基づき、運動習慣者の割合を増やすため、自転車を活用し
た健康づくりに関する広報啓発を推進します。

措置① 浜松市健康応援サイト「WEL はままつ」における、サイクリングコース・イベント等の情報掲載 
 浜松市健康応援サイト「WELはままつ」では、健康に関する情報を集約し、市民に分かり
やすく発信しています。

 サイクリングコースや、自転車イベント等健康づくりに関するイベント情報を随時掲載して

います。

図 47 健康応援サイト「WEL はままつ」   

（QR コード） 


